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クラス概要
概要：
神の聖定と神の摂理に関して聖書に基づいて正しい、一貫した理解を持つことを通して、クリ

スチャンがどのように毎日の生活の中で神に信頼し、神のみこころに沿って、神に喜ばれる生涯
を歩んでいくのかということを学びます。またこのクラスでは特に、学生が単に神学的知識を身
につけるだけでなく、実際の生活において学んだことを適用するためにどう生きるのかを考える
ことが求められます。

具体的な学習目的：
A. 神の聖定とは何かを正しく理解する

B. 神の聖定に関する神学的疑問に回答することができる

C. 神の聖定を説明することができる

D. 神の摂理とは何かを正しく理解する

E. 摂理における「維持」と「意向」の意味を正しく理解する

F. 開かれた神論とは何かを理解し、問題点を指摘することができる

G. 神の摂理と自由意思の関係について説明することができる

H. 主権的みこころと指導的みこころの違いを明確に説明することができる

I. 神のみこころを求めるとは何を指しているのかを明確に説明することができる

J. 神のみこころの求め方を理解し、説明することができる

K. 神の摂理における神の主権性と信徒の応答について理解する

L. 神の摂理における神の知恵と信徒の応答について理解する

M. 神の摂理における神の愛と信徒の応答について理解する

課題：
学生はこのクラスを修了するために以下の課題を期間内に終了し、提出しなければなりません。

A. 課題図書を読む（提出期限：12月7日）

1. 『神の栄光のために生きる』岡田大輔著（5～19ページ）

2. 『Living Christian Life』岡田大輔著（71～77ページ）

3. 『キリスト教神学　第二巻』ミラード・エリクソン著（107～130, 156～185ページ）

4. 『組織神学』ヘンリー・シーセン（242～249, 285～309ページ）
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課題図書は提出期限までに完読してください。完読できなかった場合は、読み終わった時の日付
を講師に連絡してください。クラス終了日（1月5日）までに完読できなかった場合は、どこまで
読んだかを明記して講師に知らせてください。

B. プロジェクト（提出期限：1月7日）

神の聖定、神の摂理、神のみこころ、神に信頼することのいずれか2つ以上について学んだことを
自分の言葉で要約し、個人的な適用を書いてください（原稿用紙/A4サイズ用紙2ページ以上）。

クラススケジュール：
クラスは講義前・講義中・講義後という三部構成になっています。以下はその詳細です。

A. 講義前

受講登録（11月5日～12月4日）

受講前課題（11月5日～12月4日）

B. 講義

12月5日（金）19:00～21:30

12月6日（土） 09:00～12:00

  13:30～18:30

12月7日（日） 14:00～18:30

C. 講義後

課題提出準備（12月7日～1月6日）

全課題提出（1月7日）

成績：
成績は日本聖書学院学生要項に記されている成績基準に沿って判断されます。このクラスにおけ
るそれぞれの課題の比重は以下の通りです。

必読書 20％

出席＋クラスへの参加及び態度 10％

テスト 30％

プロジェクト 40％ 
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神の聖定



I. 神学的定義

II. 聖書の教え
A. 神の聖定は包括的な一つの計画である

B. 神の聖定は普遍的な計画である

C. 神の聖定は神が自由意志をもって計画されたものである

D. 神の聖定は永遠のものである

E. 聖定は確実なものである

信仰者の生活 神の聖定
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「神の聖定」とは、神が過去、現在、未来におけるあらゆる出来事を必ず全うさ
れるように定められた永遠の計画のことである（ストロング）

「神の聖定」とは、神がご自身の意志に基づいてご自身の栄光のために、起こ
る全てのことを前もって決定した神の永遠の計画である(ホッジ）



F. 神意はあらゆる事柄に左右されないものである

G. 神の聖定は神の栄光を目的とした計画である

III.神学的疑問
A. 神の聖定と人の責任
1. 神の聖定は強制ではない

2. 人の選択は自ら率先してするものである

3. 人は自らの行動に常に完全な責任を負っている

4. 神の聖定とは強制や強要ではなく、物事が確実に起こるという宣言である

5. 人の行動などの目的の達成の過程は神の聖定に含まれている

信仰者の生活 神の聖定
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神の聖定は人にあらかじめ示されているものではなく、実際に起こったときに初めて知ることができるものである



B. 神の聖定と運命論の違い
1. 運命論には結末という概念がない

2. 運命論は知性を持たない「力」によってコントロールされている

3. 運命論には原因や自由意志がない

4. 運命論には道徳的概念が一切ない

C. 神の聖定をどのように説明すべきか
1. 私たちは聖書の教えとして神の聖定の存在をはっきりと宣言すべきである

2. 私たちは聖書が教えていないことを伝えないように注意しなければならない

3. 私たちは神の聖定が気ままな思いつきに基づくものではなく、神の無限の知恵に基づ
くものであることを強調しなければならない

4. 私たちはこの真理の適用を通して信徒を励まし、未信者に訓戒するべきである

信仰者の生活 神の聖定
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神の摂理



I. 神学的定義

II. 聖書の教え
A. 神はあらゆる事柄に対して摂理的な支配をしている
1. 万物に対して（詩篇103:19）

2. 気象状況（ヨブ37:1-13）

3. 動物界に対して（マタイ10:29; 詩篇50:10-11）

4. 国家の情勢（詩篇22:28）

5. 人の誕生と経歴（イザヤ44:28; 45:1; エレミヤ1:5）

6. 人の成功と失敗（詩篇75:6-7）

7. 義人の霊的最善（ローマ8:28）

8. 義人の必要供給（ピリピ4:19）

9. 祈りの回答（マタイ6:8, 32, 33）

信仰者の生活 神の摂理
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「神の摂理」とは、物質的、道徳的世界におけるあらゆる事柄を用いて、創造に
おいて定められた元来の目的を達成するための神の継続的な働きである。
� ストロング

「神の摂理」とは、神の間断なき活動であって、それによって神が自然界、精神
界、道徳界のあらゆる事件をご自身の目的達成のために用いられることを意味
する。� シーセン

「神の摂理」とは、賢く、愛に溢れ、完全な神の計画を確実に成就するために、
世界のあらゆる事柄を、被造物の道徳的意志を損なうことなく支配し、遂行する
三位一体の神の継続的働きである。� マッククレイン



10.悪者への罰（詩篇11:6）

11.悪者への一般恩寵（マタイ5:45）

12.些細な事柄（マタイ10:30; 箴言16:33）

B. 神は一般的に二次的原因を通して摂理的な支配をしている

III.摂理に関する詳細
A. 維持という神の摂理
1. 概念：

2. 鍵となる聖句

a. ヘブル1:3

✴ 「保つ」＝「運ぶ」・「支える」（ルカ5:18; ヨハネ2:8; Ⅱテモテ4:13）

b. コロサイ1:17

✴ 「成り立つ」＝「保つ」・「つなぎ合わせる」・「堪え忍ぶ」

3. 聖書の教え

a. 神は創造の働きを終えた後も、働きを継続されている（ヨハネ5:17）

b. 神はご自身の「みことばの力」によって万物を保っておられる（ヘブル1:3）

c. 神はあらゆるものを保っておられる

(1) 世界の安定（コロサイ1:17）

信仰者の生活 神の摂理
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御子は神の栄光の輝き、また神の本質の完全な現れであり、その力
あるみことばによって万物を保っておられます。

御子は、万物よりも先に存在し、万物は御子にあって成り立って
います。



(2) 自然の法則と過程（詩篇104:19-22, 30）

(3) 動物界（詩篇104:10-14, 21）

(4) 人の存在（使徒17:28; ローマ11:36）

4. まとめ

B. 意向（統治）という神の摂理
1. 概念：

2. 鍵となる聖句

a. エペソ1:11

✴ 「神のみこころの計画に基づいて全てを行う...」

3. 意向の範囲

a. いのちのない被造物（詩篇148:8; ヨブ37:6-13; 38:22-30）

b. 動物（詩篇104:27-29; ヨブ38:39-41）

信仰者の生活 神の摂理
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みこころによりご計画のままをみな行う方の目的に従って...



c. 偶然に見える出来事（箴言16:33）

d. 自然に起こった出来事として説明できる事柄

e. 国家の情勢（ヨブ12:23; 詩篇22:28; 使徒17:26; 14:16）

f. 人の生涯のあらゆる分野

(1) 日常の食事（マタイ6:11）

(2) あらゆる必要（ピリピ4:19）

(3) 人生設計（詩篇139:16; ヨブ14:5; ガラテヤ1:15; エレミヤ1:5）

(4) あらゆる行動（使徒17:28; エレミヤ10:23; 箴言20:24; 16:1, 9）

(5) 成功と失敗（詩篇75:6-7; ルカ1:52）

(6) 子孫（詩篇127:3）

(7) あらゆる能力と才能（Ⅰコリント4:7; 詩篇18:34）

(8) 統治者の選択と判断（箴言21:1）

(9) 人の心（詩篇33:14-15; ピリピ2:13）

4. まとめ

信仰者の生活 神の摂理
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IV.神の摂理の捉え方
A. 神の摂理と人の自由
1. 摂理における神の全知性と人の自由の問題

a. 全ての可能性を知る神

(1) 確実に知ることができるものに関して神は絶対的な知識を持っている

(2) 自由意志に基づく選択は、その選択がなされるまで知ることができない

(3) 神はあらゆる選択肢を知り、選択に基づいて応答する

b. 全てを完全に知る神

2. 摂理における神の聖定と人の自由の問題

a. 神の聖定には具体的で絶対的なものと一般的で暫定的なものとがある

(1) 神は被造物全般に対する具体的な目的を持っている

(2) 神は個々の被造物に対する具体的で絶対的な目的を持っていない

b. 神の聖定は人の自由な行動を含むあらゆる事柄における完全な計画と目的である

3. 摂理に関する聖書の矛盾

信仰者の生活 神の摂理
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B. 人の意思を強調する新しい考え（「開かれた神論」）
1. 特徴

a. 神は人を愛し、人や被造物との相互関係を持ちたいと願っている。神が私たちを創
造した意図は私たちが三位一体の愛を経験し、私たち自身の愛をもって応答するこ
とである。この神の目的を達成するために、私たちは自らの意志をもって神に協力
する必要がある。

b. 神の主権的決断により、神は自らの行動が私たちの要求と行動に依存するようにさ
れた。神は計画を確立し、私たちがその計画に協力するように促すのだ。神は私た
ちの行動に真の意味で応答するので、神には制限が存在する。

c. 神は厳密な摂理ではなく、おおまかな摂理を用いることを選択し、その中で神が私
たちの必要に応え、私たちが機能する余地を備えられた。

d. 神は私たちに愛という個人的な関係を構築するために必要な自由意志を与えられ
た。神は私たちとの間に真の「ギブ・アンド・テイク」の関係を持たれる。このよ
うな関係において私たちが神を失望させることができるがゆえに、そこには神の側
でリスクを負うことが伴っている

2. 強調点

a. 神の愛が最も重要なものである

神は人々と関係を結ぶことを願っている。人が神と真の自由で開かれた関係を持
つには、神の先見や聖定の及ばない自由な意志が必要となる。もしこの自由意志が
なければそこには真の関係は存在しない。

神は愛であるがゆえに弱さを持ち、人が神の愛を受けるか拒むかどうかによって
左右される。愛とは不安定なもので、互いにやり取りするものであるがゆえに、神
さえも左右するのである。

b. 神の意図は修正されたり変更されたりする

「悔やむ」などの表現が主に対して用いられることは、神の意図が修正されたり
変更されることを現している。神は現実には起こらないかも知れないことを計画さ
れることがあるのだ。それゆえ、神は状況に応じてご自身の計画を再編したり、意
図を変えたりすることがある。

信仰者の生活 神の摂理
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c. 神は全知ではない

神はあらゆる未来の出来事を知っているのではない。この世に関する神の知識は
静的なものではなく動的なものである。一つ一つの出来事が実際に起こる毎に神は
それを知るのである。そこで起こる事柄によって神は何かを学び取る。我々はこの
見解を「神に対する開かれた見識」と呼ぶ。神が新しい経験を受容し、この世での
目的に対して柔軟に自らの働きをなすと理解しているからである。この見解は神が
ある部分においてこの世での事柄に依存していると考えている。神は人々の選択に
よって大きな影響を受け、私たちの為に計画を変える神なのである。

3. 問題点

a. 「開かれた神論」は聖書の無謬性を否定する

b. 「開かれた神論」は聖書の権威よりも人の論理を重んじる

c. 「開かれた神論」は神の主権を軽視する

d. 「開かれた神論」は神の全知性を否定する

e. 「開かれた神論」は神の不変性を否定する

信仰者の生活 神の摂理
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C. 人には自由意志があるのか
1. 「自由意志」とは何か

a. 一般的に考えられている「自由意志」

b. 聖書的両立論

(1) 神は全ての事柄を世界の基の置かれる前からあらかじめ定められている

(2) 人の選択は神の聖定に沿った選択である

2. 自由意志と人の責任の問題

a. 人は制約や束縛のない自由意志を持っているときではなく、自分のしたいときに、
自分のしたいことをすることによって自己選択による行動を取るのである。

b. 実際に人間の意志は神や、悪霊、この世、自分自身の性質、環境などによって常に
何らかの影響を受けている

信仰者の生活 神の摂理
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jp.wikipedia.org/wiki/自由意志  より

決定論？

自由意志？

柔らかい決定論 固い決定論 自由意志論

認める 認めない

認める 認めない



c. それでも人は、自分の願い、欲望、感情、好み、目的などに基づいて行動するとき
に自由な行動を取っている。

d. つまり誰からも、何からも強制されることなく、自分のしたいことを行っているが
ゆえに人は自らの選択に道徳的責任を負わなければならないのである。

信仰者の生活 神の摂理
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神のみこころ



I. みこころの種類
A. みこころを求めることに関する問題点

B. 絶対的みこころ

C. 指導的みこころ

II. みこころの求め方
A. 絶対的みこころはあらかじめ知ることができない

B. 指導的みこころを通して主に喜ばれる選択をすることができる
1. 聖書によって私たちは神のみこころを知る

信仰者の生活 神のみこころ
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2. 聖書以外には神のみこころを知る術はない

3. 聖書は十分である

信仰者の生活 神のみこころ
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神に信頼する人生



I. 神の摂理に対するクリスチャンの応答
A. 旧約の信徒たちの応答
1. ヨブ1:21

そして言った。 「私は裸で母の胎から出て来た。また、裸で私はかしこに帰ろう。主は
与え、主は取られる。主の御名はほむべきかな。」

2. ヨブ2:10

しかし、彼は彼女に言った。「あなたは愚かな女が言うようなことを言っている。私たち
は幸いを神から受けるのだから、わざわいをも受けなければならないではないか。」ヨ
ブはこのようになっても、罪を犯すようなことを口にしなかった。

3. ハバクク3:17-18

そのとき、いちじくの木は花を咲かせず、ぶどうの木は実をみのらせず、オリーブの木も
実りがなく、畑は食物を出さない。羊は囲いから絶え、牛は牛舎にいなくなる。しかし、 
私は主にあって喜び勇み、私の救いの神にあって喜ぼう。

4. Ⅰサムエル3:18

それでサムエルは、すべてのことを話して、何も隠さなかった。エリは言った。「その方は
主だ。主がみこころにかなうことをなさいますように。」

B. 新約時代の信徒たちの応答
1. 神が気遣ってくださっているがゆえに心配する必要がない（ルカ12:7, 22-32）

2. 自分にとって嫌なことであっても神のみこころを受け入れる（Ⅱコリント12:7）

3. 神の摂理を前提に全ての計画を立てる（ヤコブ4:13-15）

4. 摂理は私たちをキリストに似た者とするためにあるがゆえに喜ぶ（ローマ8:28-30）

信仰者の生活 神に信頼する人生
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II. 神の摂理に信頼をおくには
A. 答えなければならない質問
1. 「あなたは神を信頼しますか？」

2. 「あなたは神を信頼しますか？」

B. 理解しなければならない事柄

1. 神の主権が完全であることを理解する（哀歌3:37-38）

2. 神の知恵が計り知れないことを理解する（哀歌3:32-33; ローマ11:33）

3. 神の愛が深遠であることを理解する（エペソ3:18-19; ローマ8:35-39）

信仰者の生活 神に信頼する人生
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愛のゆえに神は常に私たちの最
善を計画される。知恵のゆえに神
は常に何が最善かを知っておら
れる。そして主権のゆえに神は最
善をもたらす力を持っておられる



III.神の主権に基づいて神に信頼する
A. 神の完全な支配
1. あらゆる出来事は神によって完全にコントロールされている

2. 聖書の宣言

a. 箴言16:9

人は心に自分の道を思い巡らす。しかし、その人の歩みを確かなものにするのは主
である。

b. 箴言19:21

人の心には多くの計画がある。しかし主のはかりごとだけが成る。

c. 箴言21:30

主の前では、どんな知恵も英知もはかりごとも、役に立たない。

d. 伝道者7:13

神のみわざに目を留めよ。神が曲げたものをだれがまっすぐにできようか。

e. 哀歌3:37

主が命じたのでなければ、だれがこのようなことを語り、このようなことを起こしえよう
か。

f. ヤコブ4.15

むしろ、あなたがたはこう言うべきです。「主のみこころなら、私たちは生きていて、こ
のことを、または、あのことをしよう。」

g. 黙示録3:7

また、フィラデルフィヤにある教会の御使いに書き送れ。「聖なる方、真実な方、ダ
ビデのかぎを持っている方、彼が開くとだれも閉じる者がなく、彼が閉じるとだれも
開く者がない、その方がこう言われる。」

信仰者の生活 神に信頼する人生
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3. 神の完全な主権がもたらす安らぎと慰め

B. 神の主権の神秘性
1. 日常的事柄に見ることが困難な神の主権

2. エステル記6章に見る神の主権

a. なぜ王が眠れなかったのか

b. なぜ年代記を読ませたのか

c. なぜモルデカイの功績を記した箇所を開けて読んだのか

d. なぜ王はすでにモルデカイに報償を与えていなかったのか

e. なぜ王は急にモルデカイに報償を与えようと決意したのか

f. なぜこの時にハマンはモルデカイを殺す許可を得るために王のもとに来たのか

g. なぜ王はハマンが誤解するような形で報償の内容を相談したのか

C. 神は望む通りを行う
1. 神が望むことを妨げるものはなにもない

2. 聖書の宣言

a. ヨブ42:2

あなたには、すべてができること、あなたは、どんな計画も成し遂げられることを、私
は知りました。

b. 詩篇115:3

私たちの神は、天におられ、その望むところをことごとく行われる。
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c. イザヤ14:27

万軍の主が立てられたことを、だれが破りえよう。御手が伸ばされた。だれがそれを
戻しえよう。

d. イザヤ43:13

これから後もわたしは神だ。わたしの手から救い出せる者はなく、わたしが事を行え
ば、だれがそれを戻しえよう。

e. イザヤ46:10

わたしは、終わりの事を初めから告げ、まだなされていない事を昔から告げ、「わたし
のはかりごとは成就し、わたしの望む事をすべて成し遂げる」と言う。

f. ダニエル4:35

地に住むものはみな、無きものとみなされる。彼は、天の軍勢も、地に住むものも、 
みこころのままにあしらう。御手を差し押さえて、「あなたは何をされるのか」と言う者
もいない。

g. エペソ1:11

この方にあって私たちは御国を受け継ぐ者ともなりました。みこころによりご計画のま
まをみな行う方の目的に従って、私たちはあらかじめこのように定められていたので
す。

3. 私たちに対する妨げられることのない神の計画

a. 究極的計画：神の栄光を現す

b. 一般的計画：キリストに似た者に変える

c. 具体的計画：

4. 私たちの間違った理解

5. ルツに見る神の主権

a. 場所
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b. タイミング

c. 着目

 

d. 厚意

D. 神の支配は良いことにも悪いことにも及ぶ
1. 聖書の宣言

a. 伝道者7:14

順境の日には喜び、逆境の日には反省せよ。これもあれも神のなさること。それは
後の事を人にわからせないためである。

b. イザヤ45:7

わたしは光を造り出し、やみを創造し、平和をつくり、わざわいを創造する。わたしは
主、これらすべてを造る者。

c. 哀歌3:38

わざわいも幸いも、いと高き方の御口から出るのではないか

E. 神の主権に基づいて信頼するとは

信仰者の生活 神に信頼する人生
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一つ一つの選択をするたびに神に従うことを学ばなければならないのと同じよ
うに、一つ一つの状況において私たちは神に信頼することを学ばなければな
らない。神に信頼することは自分の感情の問題ではなく、意思の問題である。
災いが襲いかかってくるときに神に信頼したいと思わないかもしれないが、そう
思わなかったとしても信頼するという選択はできるのだ。この信頼するという意
思の行為は信仰がなければできない行為であり、その信仰は真理に基づく
ものでなければならないのである。そして私たちが信じなければならない真理
は神が主権者であるというものだ。



F. 人を支配する神の主権
1. 神の促す働き

a. 箴言21:1

王の心は主の手の中にあって、水の流れのようだ。みこころのままに向きを変えられ
る。

b. エズラ1:1

ペルシヤの王クロスの第一年に、エレミヤにより告げられた主のことばを実現するた
めに、主はペルシヤの王クロスの霊を奮い立たせたので、王は王国中におふれを出
し、文書にして言った。

c. イザヤ45:4-5

わたしのしもべヤコブ、わたしが選んだイスラエルのために、わたしはあなたをあなた
の名で呼ぶ。あなたはわたしを知らないが、わたしはあなたに肩書を与える。わたし
が主である。ほかにはいない。わたしのほかに神はいない。あなたはわたしを知らない
が、わたしはあなたに力を帯びさせる。

d. エズラ6:22

そして、彼らは七日間、種を入れないパンの祭りを喜んで守った。これは、主が彼ら
を喜ばせ、また、アッシリヤの王の心を彼らに向かわせて、イスラエルの神である神の
宮の工事にあたって、彼らを力づけるようにされたからである。

e. ダニエル1:9

神は宦官の長に、ダニエルを愛しいつくしむ心を与えられた。

2. 神の抑制する働き

a. 創世記20:6

神は夢の中で、彼に仰せられた。「そうだ。あなたが正しい心でこの事をしたのを、わ
たし自身よく知っていた。それでわたしも、あなたがわたしに罪を犯さないようにしたの
だ。それゆえ、わたしは、あなたが彼女に触れることを許さなかったのだ。

�

b. 創世記35:5

彼らが旅立つと、神からの恐怖が回りの町々に下ったので、彼らはヤコブの子らの
あとを追わなかった。

c. エズラ5:5

しかし、ユダヤ人の長老たちの上には神の目が注がれていたので、このことがダリヨ
スに報告され、ついで、このことについての書状が来るまで、この者たちは彼らの働
きをやめさせることができなかった。
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d. 出エジプト34:23-24

年に三度、男子はみな、イスラエルの神、主、主の前に出なければならない。わた
しがあなたの前から、異邦の民を追い出し、あなたの国境を広げるので、あなたが
年に三度、あなたの神、主の前に出るために上る間にあなたの地を欲しがる者は
だれもいないであろう。

3. 適応

a. 神が主権者であるがゆえに神を信頼する

b. 神が主権者であるがゆえに神に祈る

c. 神が主権者であるがゆえに困難な状況下でも怒りや恨みを持たない

d. 神が主権者であることを自分の失敗の言い逃れにしない

e. 神が主権者であることを無抵抗でいる理由にしない

f. 神が主権者であることを罪の言い訳にしない
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神の主権を考えるに当たって常に覚えるべき三ヶ条

1. 神が無限な方であることを忘れてはならない
2. 神が罪の創始者ではないことを忘れてはならない
3. 人が自らの意志で選択していることを忘れてはならない



G. 国々を支配する神の主権
1. 国々を支配する神の主権は明白なものではない

a. 救い主の誕生に見る国々を支配する神の主権

b. 救い主の死に見る国々を支配する神の主権

2. 支配者は神によって定められる

a. 神は政府をすべての人の最善のために立てられる（ローマ13:1, 4）

b. 神は支配者を定めている

(1) 誰が支配者となるかを定めている（ダニエル4:17）

(2) いつ支配者となるかを定めている（イザヤ40:23-24）

3. 神は政府の決定を定めている

a. 箴言16:33

くじは、ひざに投げられるが、そのすべての決定は、主から来る。

b. Ⅱサムエル17:14

アブシャロムとイスラエルの民はみな言った。「アルキ人フシャイのはかりごとは、アヒ
トフェルのはかりごとよりも良い。」これは主がアブシャロムにわざわいをもたらそうとし
て、主がアヒトフェルのすぐれたはかりごとを打ちこわそうと決めておられたからで
あった。

c. Ⅰ列王記12:15

王は民の願いを聞き入れなかった。それは、主がかつてシロ人アヒヤを通してネバ
テの子ヤロブアムに告げられた約束を実現するために、主がそうしむけられたから
である。
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4. 戦の勝敗は神が定めている

a. 箴言21:31

馬は戦いの日のために備えられる。しかし救いは主による。

b. 士師記7:2, 22

そのとき、主はギデオンに仰せられた。「あなたといっしょにいる民は多すぎるから、 
わたしはミデヤン人を彼らの手に渡さない。イスラエルが『自分の手で自分を救っ
た』と言って、わたしに向かって誇るといけないから。

三百人が角笛を吹き鳴らしている間に、主は、陣営の全面にわたって、同士打ち
が起こるようにされた。それで陣営はツェレラのほうのベテ・ハシタや、タバテの近くの
アベル・メホラの端まで逃げた。

c. Ⅰサムエル14:6, 15, 22

ヨナタンは、道具持ちの若者に言った。「さあ、 あの割礼を受けていない者どもの
先陣のところへ渡って行こう。たぶん、主がわれわれに味方してくださるであろう。 
大人数によるのであっても、小人数によるのであっても、主がお救いになるのに妨げ
となるものは何もない。」

こうして陣営にも、野外にも、また民全体のうちにも恐れが起こった。先陣の者、 
略奪隊さえ恐れおののいた。地は震え、非常な恐れとなった。

サウルと、彼とともにいた民がみな、集まって戦場に行くと、そこでは剣をもって同士
打ちをしており、非常な大恐慌が起こっていた。

d. Ⅰ列王記20:28-29

ときに、ひとりの神の人が近づいて来て、イスラエルの王に言った。「主はこう仰せら
れる。『アラムが、主は山の神であって、低地の神でない、と言っているので、わたしは
このおびただしい大軍を全部あなたの手に渡す。それによって、あなたがたは、わた
しこそ主であることを知るであろう。』」両軍は互いに向かい合って、七日間、陣を敷
いていた。七日目になって、戦いを交えたが、イスラエル人は一日のうちにアラムの
歩兵十万人を打ち殺した。

e. Ⅱ列王記5:1

アラムの王の将軍ナアマンは、その主君に重んじられ、尊敬されていた。主がかつて
彼によってアラムに勝利を得させられたからである。この人は勇士で、ツァラアトに冒
されていた。

f. Ⅱ歴代誌13:14-16

ユダが向き直ると、見よ、戦いは前後から迫っていた。それで、彼らは主に叫び求
め、祭司たちはラッパを吹き鳴らした。そして、ユダの人々はときの声をあげた。ユダ
の人々がときの声をあげたとき、神はヤロブアムと全イスラエルを、アビヤとユダの
前に打ち破られた。こうして、イスラエル人はユダの前から逃げ去り、神はこの人々
を彼らの手に渡された。
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g. 詩篇20:7

ある者はいくさ車を誇り、ある者は馬を誇る。しかし、私たちは私たちの神、主の御名
を誇ろう。

h. 詩篇33:16-17

王は軍勢の多いことによっては救われない。勇者は力の強いことによっては救い出
されない。軍馬も勝利の頼みにはならない。その大きな力も救いにならない。

5. 適応

a. 国家における神の働きに信頼する

(1) 神は支配者たちの心の内に働いてご自身の計画を遂行させる

(2) 神は時に支配者たちの愚かな選択を用いて国を裁かれる

(3) 支配者たちへのとりなしの祈りが必要である

b. 戦における神の働きに信頼する

(1) 世界情勢に不安を抱く必要はない

(2) 神の計画の成就のために祈る（ダニエル9:1-19）

H. 自然を支配する神の主権
1. 神は天候を支配している

a. ヨブ37:3, 6

神はそのいなずまを全天の下、まっすぐに進ませる。それを地の果て果てまでも。そ
のあとでかみなりが鳴りとどろく。神はそのいかめしい声で雷鳴をとどろかせ、その声
の聞こえるときも、いなずまを引き止めない。

b. ヨブ37:10-13

神の息によって氷が張り、広い水が凍りつく。神は濃い雲に水気を負わせ、雲が、
そのいなずまをまき散らす。これは神の指図によって巡り回り、命じられるままに世界
の地の面で事を行う。神がこれを起こさせるのは、懲らしめのため、あるいは、ご自身
の地のため、あるいは、恵みを施すためである。 
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c. 詩篇147:8-9

神は雲で天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草を生えさせ、獣に、ま
た、鳴く烏の子に食物を与える方。

d. 詩篇147:16-18

主は羊毛のように雪を降らせ、灰のように霜をまかれる。主は氷をパンくずのように
投げつける。だれがその寒さに耐ええようか。主が、みことばを送って、これらを溶
かし、ご自分の風を吹かせると、水は流れる。

e. エレミヤ10:13

主が声を出すと、水のざわめきが天に起こる。主は地の果てから雲を上らせ、雨の
ためにいなずまを造り、その倉から風を出される。

f. アモス4:7

わたしはまた、刈り入れまでなお三か月あるのに、あなたがたには雨をとどめ、一つ
の町には雨を降らせ、他の町には雨を降らせなかった。一つの畑には雨が降り、 
雨の降らなかった他の畑はかわききった。

g. イザヤ45:7

わたしは光を造り出し、やみを創造し、平和をつくり、わざわいを創造する。わたしは
主、これらすべてを造る者。

2. 病や肉体的障害を支配する神

a. 出エジプト4:11

主は彼に仰せられた。「だれが人に口をつけたのか。だれが口をきけなくし、耳を聞
こえなくし、あるいは、目を開いたり、盲目にしたりするのか。それはこのわたし、主では
ないか。

b. ヨハネ9:2-3

弟子たちは彼についてイエスに質問して言った。「先生。彼が盲目に生まれついた
のは、だれが罪を犯したからですか。この人ですか。その両親ですか。」イエスは答
えられた。「この人が罪を犯したのでもなく、両親でもありません。神のわざがこの人
に現れるためです。」

3. 子どもの誕生を支配する神

a. Ⅰサムエル1:5

しかしハンナには特別の受け分を与えていた。主は彼女の胎を閉じておられたが、 
彼がハンナを愛していたからである。

b. 創世記29:31

主はレアがきらわれているのをご覧になって、彼女の胎を開かれた。
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c. 創世記16:2

サライはアブラムに言った。「ご存じのように、主は私が子どもを産めないようにしてお
られます。 

d. 士師記13:3

主の使いがその女に現れて、彼女に言った。「見よ。あなたは不妊の女で、子ども
を産まなかったが、あなたはみごもり、男の子を産む。」

e. ルカ1:13

御使いは彼に言った。「こわがることはない。ザカリヤ。あなたの願いが聞かれたの
です。あなたの妻エリサベツは男の子を産みます。名をヨハネとつけなさい。」

f. 詩篇139:13

それはあなたが私の内臓を造り、母の胎のうちで私を組み立てられたからです。

4. 適用

a. 苦しみの中にあって神に信頼することを学ばなければならない

b. 苦しみの中で神に信頼するとは神が与える苦しみを受け入れることである

c. 苦しみの中で神に信頼するとは神を喜び讃えることである
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主は、いつまでも見放してはおられない。たとい悩
みを受けても、主は、 その豊かな恵みによって、あ
われんでくださる。主は人の子らを、ただ苦しめ悩ま
そうとは、思っておられない。� 哀歌3:31-33



5. 神の主権に対する応答
a. 祈り

(1) 祈りは神の主権を前提としている

(2) 主権者なる神は祈ることを命じている

(3) 神の主権と祈りの関係を示す例

(a) 使徒4:24, 28-29

(b) ダニエル9:1-4; 16-19

b. 良識的な行動

(1) 神の主権は人の賢い行動を否定するものではない

(2) 神の主権と良識的な行動の関係を示す例

(a) ダビデ

(b) パウロ
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(c) ネヘミヤ

c. 祈りと良識的な行動は常に共になければならない

(1) Ⅰ歴代誌5:18-20

ルベン族、ガド人、マナセの半部族で、盾と剣を取り、弓を引き、戦いの訓練
を受けた勇者たちのうち、従軍する者は、四万四千七百六十人であった。こ
こに、彼らはハガル人およびエトル、ナフィシュ、ノダブと戦いを交えたが、助
けを得てこれらに当たった。それで、ハガル人およびこれとともにいた者はみ
な彼らの手に渡された。それは 彼らがその戦いのときに、神に呼ばわったか
らである。彼らが神に拠り頼んだので、神は彼らの願いを聞き入れられた。

(2) 詩篇127:1

主が家を建てるのでなければ、建てる者の働きはむなしい。主が町を守るので
なければ、守る者の見張りはむなしい。
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IV.神の知恵に基づいて神に信頼する
A. 人の知恵と神の知恵との違い
1. 人の知恵には限界がある

2. 神の知恵には限界がない

B. 人の疑問と神の知恵
1. 人が神の知恵を疑う理由

2. 人の持つ誤解

a. 「神は本当に何をしているのか分かっているのだろうか？」

b. 「神がしている良いことが私には分からない！」

(1) ローマ8:28-29

神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って召された人々のためには、 
神がすべてのことを働かせて益としてくださることを、私たちは知っています。な
ぜなら、神は、あらかじめ知っておられる人々を、御子のかたちと同じ姿にあら
かじめ定められたからです。それは、御子が多くの兄弟たちの中で長子となら
れるためです。

(2) ヘブル12:10

なぜなら、肉の父親は、短い期間、自分が良いと思うままに私たちを懲らしめ
るのですが、霊の父は、私たちの益のため、私たちをご自分の聖さにあずから
せようとして、懲らしめるのです。
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c. 「起こっていることの説明が必要だ！」

d. 「理由が分からなければ納得できない！」

C. 理解不能な神の知恵
1. イザヤ55:8-9

「わたしの思いは、あなたがたの思いと異なり、わたしの道は、あなたがたの道と異なる
からだ。−−主の御告げ−−天が地よりも高いように、わたしの道は、あなたがたの道よ
りも高く、わたしの思いは、あなたがたの思いよりも高い。」

2. ローマ11:33

ああ、神の知恵と知識との富は、何と底知れず深いことでしょう。そのさばきは、何と
知り尽くしがたく、その道は、何と測り知りがたいことでしょう。

3. ヨブ42:3

知識もなくて、摂理をおおい隠す者は、だれか。まことに、私は、自分で悟りえないこと
を告げました。自分でも知りえない不思議を。

D. 敵よりも偉大な神の知恵
1. 箴言21:30

主の前では、どんな知恵も英知もはかりごとも、役に立たない。

2. ローマ8:31

では、これらのことからどう言えるでしょう。神が私たちの味方であるなら、だれが私たち
に敵対できるでしょう。
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3. 創世記50:20

あなたがたは、私に悪を計りましたが、神はそれを、良いことのための計らいとなさいま
した。それはきょうのようにして、多くの人々を生かしておくためでした。

E. 適用
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V. 神の愛に基づいて神を信頼する
A. 神の愛を疑いたくなる時

B. 神の愛の証明
1. カルバリに見る神の愛

a. Ⅰヨハネ4:9-10

神はそのひとり子を世に遣わし、その方によって私たちに、いのちを得させてください
ました。ここに、神の愛が私たちに示されたのです。私たちが神を愛したのではなく、 
神が私たちを愛し、私たちの罪のために、なだめの供え物としての御子を遣わされ
ました。ここに愛があるのです。

b. ローマ8:32

私たちすべてのために、ご自分の御子をさえ惜しまずに死に渡された方がどうし
て、御子といっしょにすべてのものを、私たちに恵んでくださらないことがありましょう。

2. 神の家族への愛

a. ヘブル8:10

それらの日の後、わたしが、イスラエルの家と結ぶ契約は、これであると、主が言わ
れる。「わたしは、わたしの律法を彼らの思いの中に入れ、彼らの心に書きつける。 
わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。」

b. ヨハネ1:12-13

しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子ども
とされる特権をお与えになった。この人々は、血によってではなく、肉の欲求や人の
意欲によってでもなく、ただ、神によって生まれたのである。

c. ローマ8:15-16

あなたがたは、人を再び恐怖に陥れるような、奴隷の霊を受けたのではなく、子とし
てくださる御霊を受けたのです。私たちは御霊によって、「アバ、父」と呼びます。私
たちが神の子どもであることは、御霊ご自身が、私たちの霊とともに、あかししてくだ
さいます。
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神の良さに疑問を抱くならば、それは神よりも人
の方が善に関心を抱いていることを意味している。
人の方が神よりも居着く恣意深いとするならば、
それは神の性質を腐敗させることであり、神を否
定することだ。これがまさに神の良さを疑うという
誘惑の要点である。（フィリップ・ヒューズ）



d. コロサイ3:12

それゆえ、神に選ばれた者、聖なる、愛されている者として、あなたがたは深い同情
心、慈愛、謙遜、柔和、寛容を身に着けなさい。

e. ゼパニヤ3:17

あなたの神、主は、あなたのただ中におられる。救いの勇士だ。主は喜びをもってあ
なたのことを楽しみ、その愛によって安らぎを与える。主は高らかに歌ってあなたのこ
とを喜ばれる。

f. 詩篇103:11

天が地上はるかに高いように、御恵みは、主を恐れる者の上に大きい。

3. キリストのうちにある神の愛

a. ローマ8:38-39

私はこう確信しています。死も、いのちも、御使いも、権威ある者も、今あるものも、
後に来るものも、力ある者も、高さも、深さも、そのほかのどんな被造物も、私たち
の主キリスト・イエスにある神の愛から、私たちを引き離すことはできません。

4. 神の主権的愛

a. イザヤ40:1-11

見よ。神である主は力をもって来られ、その御腕で統べ治める。見よ。その報いは主
とともにあり、その報酬は主の前にある。主は羊飼いのように、その群れを飼い、御
腕に子羊を引き寄せ、ふところに抱き、乳を飲ませる羊を優しく導く。 

C. 神の愛を体験する
1. 人の持つ不信仰

2. 神の愛を体験する方法

a. 原則（Ⅱコリント5:7）

確かに、私たちは見るところによってではなく、信仰によって歩んでいます。
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b. 模範（詩篇31:22）

私はあわてて言いました。「私はあなたの目の前から断たれたのだ」と。しかし、あな
たは私の願いの声を聞かれました。私があなたに叫び求めたときに。

c. 聖書の宣言

(1) イザヤ49:14-15

しかし、シオンは言った。「主は私を見捨てた。主は私を忘れた」と。「女が自
分の乳飲み子を忘れようか。自分の胎の子をあわれまないだろうか。たとい、
女たちが忘れても、このわたしはあなたを忘れない。」

(2) 哀歌3:19-23

私の悩みとさすらいの思い出は、 
� 　苦よもぎと苦味だけ。
私のたましいは、ただこれを思い出しては沈む。

私はこれを思い返す。 
� 　それゆえ、私は待ち望む。 
� 　
私たちが滅びうせなかったのは、主の恵みによる。 
� 　主のあわれみは尽きないからだ。
それは朝ごとに新しい。 
� 　「あなたの真実は力強い。
主こそ、私の受ける分です」と
� 　私のたましいは言う。 
� 　それゆえ、私は主を待ち望む。 

3. 懲らしめに見る神の愛

a. ヘブル12:5-6

そして、あなたがたに向かって子どもに対するように語られたこの勧めを忘れていま
す。「わが子よ。主の懲らしめを軽んじてはならない。主に責められて弱り果ててはな
らない。主はその愛する者を懲らしめ、受け入れるすべての子に、むちを加えられる
からである。」�

b. ローマ8:28

神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って召された人々のためには、神が
すべてのことを働かせて益としてくださることを、私たちは知っています。
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4. 常に確かな神の愛

a. 詩篇32:10

悪者には心の痛みが多い。しかし、主に信頼する者には、恵みが、その人を取り囲
む。

b. イザヤ54:10

「たとい山々が移り、丘が動いても、わたしの変わらぬ愛はあなたから移らず、わた
しの平和の契約は動かない」とあなたをあわれむ主は仰せられる。

c. 哀歌3:32

たとい悩みを受けても、主は、その豊かな恵みによって、あわれんでくださる。

d. Ⅱコリント12:9

しかし、主は、「わたしの恵みは、あなたに十分である。というのは、わたしの力は、弱
さのうちに完全に現れるからである」と言われたのです。ですから、私は、キリストの
力が私をおおうために、むしろ大いに喜んで私の弱さを誇りましょう。

e. 詩篇31:19

あなたのいつくしみは、なんと大きいことでしょう。あなたはそれを、あなたを恐れる者
のためにたくわえ、あなたに身を避ける者のために人の子の前で、それを備えられま
した。

5. 神の臨在に見る神の愛

a. イザヤ41:14

あなたの神、主であるわたしが、あなたの右の手を堅く握り、「恐れるな。わたしがあ
なたを助ける」と言っているのだから。恐れるな。虫けらのヤコブ、イスラエルの
人々。わたしはあなたを助ける。−−主の御告げ−−あなたを贖う者はイスラエルの
聖なる者。

b. イザヤ43:2

あなたが水の中を過ぎるときも、わたしはあなたとともにおり、川を渡るときも、あな
たは押し流されない。火の中を歩いても、あなたは焼かれず、炎はあなたに燃えつ
かない。
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c. イザヤ63:8-9

主は仰せられた。「まことに彼らはわたしの民、偽りのない子たちだ」と。こうして、主
は彼らの救い主になられた。彼らが苦しむときには、いつも主も苦しみ、ご自身の使
いが彼らを救った。その愛とあわれみによって主は彼らを贖い、昔からずっと、彼らを
背負い、抱いて来られた。
�

d. イザヤ41:10

恐れるな。わたしはあなたとともにいる。たじろぐな。わたしがあなたの神だから。わた
しはあなたを強め、あなたを助け、わたしの義の右の手で、あなたを守る。

e. Ⅱコリント1:4-5

神は、どのような苦しみのときにも、私たちを慰めてくださいます。こうして、私たちも、
自分自身が神から受ける慰めによって、どのような苦しみの中にいる人をも慰める
ことができるのです。それは、私たちにキリストの苦難があふれているように、慰めも
またキリストによってあふれているからです。
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VI.自分に関して神を信頼する
A. 劣等感という神に対する信頼の欠如

B. 自分の存在について神に信頼する
1. 神が私を造られた

a. 詩篇139:13

それはあなたが私の内臓を造り、母の胎のうちで私を組み立てられたからです。

b. ヨブ10:8-11

あなたの御手は私を形造り、造られました。それなのにあなたは私を滅ぼそうとされ
ます。思い出してください。あなたは私を粘土で造られました。あなたは、私をちりに
帰そうとされるのですか。あなたは私を乳のように注ぎ出し、チーズのように固め、
皮と肉とを私に着せ、骨と筋とで私を編まれたではありませんか。

c. 詩篇119:73

あなたの御手が私を造り、私を形造りました。どうか私に、悟りを与えてください。私
があなたの仰せを学ぶようにしてください。

d. エレミヤ1:5

わたしは、あなたを胎内に形造る前から、あなたを知り、あなたが腹から出る前か
ら、あなたを聖別し、あなたを国々への預言者と定めていた。

2. 神の被造物である自分を受け入れる
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遺伝子も染色体も、鼻や耳のかたちに至るまで
私たちのあらゆる部分は神のデザインのゆえに、今
の姿形をしているのである。

自分で考えつく最高の存在であるよりも、神が
選び造られた自分でいたいと私は思う。神の考
えによって、その考えに基づいて生み出され、造
り出されたという事実は、ありとあらゆる考えに勝
る何よりも素晴らしいく、いとおしく、完全なことだ
からである。� ジョージ・マクドナルド



C. 自分の生涯について神に信頼する
1. 神が全てを計画している

a. 詩篇139:16

あなたの目は胎児の私を見られ、あなたの書物にすべてが、書きしるされました。 
私のために作られた日々が、しかも、その一日もないうちに。

b. ガラテヤ1:15

けれども、生まれたときから私を選び分け、恵みをもって召してくださった方が...

2. 自分の役割は神が備えた役割である

a. コロサイ3:23

何をするにも、人に対してではなく、主に対してするように、心からしなさい。

b. Ⅰコリント7:21

奴隷の状態で召されたのなら、それを気にしてはいけません。しかし、もし自由の身
になれるなら、むしろ自由になりなさい。

3. 毎日を有意義に過ごす

4. 困難な状況下でも神の計画に信頼する

a. エレミヤ29:11

わたしはあなたがたのために立てている計画をよく知っているからだ。−−主の御告
げ−−それはわざわいではなくて、平安を与える計画であり、あなたがたに将来と希
望を与えるためのものだ。
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